


























工 種 小断面トンネルエ(NATM)

改 正
改正理由 一部改正

現行

現 行 改 正 備 考

図3-2 変形余裕を見込む場合 ー

“ 
殷計掘削半径＝骰計内空半径（Rl） 十覆エコンクリート厚（t,)＋吹付コンクリート厚（い） >-現行どおり

＋変形余裕竺(t,)
支払掘削半径＝ ［殺計内空半径（R1） ＋覆エコンクリート厚（t,)＋吹付コンクリート厚（い）

＋変形余裕贔（い）］ ＋余掘
＝設計掘削半径十余揺

余掘＝余巻コンクリート （い）＋余吹コンクリート（い）

3-6 トンネルエ字の機械器具経費積虹
トンネル工事の機械器具損料の算定は， 「請負工事機械経費積算要領」に基づき行い， 内燃機関付槻械（ダ

ンプトラック， トラックミキサ等） を使用する場合は，黒煙浄化装置付とし， そのうちドリルジャンボ， バ
ックホウ，ホイ ールロ ーダを使用する場合は， トンネルエ専用排出ガス対策型を標準とする。 ただし，遵路
運送車両の保安基準に排出ガス基準が定められている自動車の菰別で，有効な自動車検査証の交付を受けて ——· 
いるものは除く。 3-7 工事用仮設備

3-7 工事用仮設併
3-7-1 吹付プラント設備

3-7-1 吹付プラント設備
吹付プラント設備の機種・規格は次表を漂準とする。

吹付プラント設備の機種・規格は次表を標準とする。 記載の修正

表3 4 機種の選定 （歩掛改定に伴う）
表3 4 機種の選定

機 械 名 規 格 単 位 数 量 機 械 名 規 格 単 位 数 旦

セメントサイロ 〔鋼製溶接構造〕容益 30t排出能力 20t /h 基 1 セメントサイロ 〔鋼製溶接溝造〕容最 30t排出能力 20t /h 基 1 

骨材ホッパ 15m3 X 3 ,, 1 骨材ホッパ ホッパ投入容最 15m3X 3 ＂ 1 

コンクリートプラント （バッチ型・定置式） 25m3/h 99 1 コンクリートプラン）、 （バッチ型・定置式） 25m3/h ” 1 

（一括練混ぜ） （一括練浣ぜ）
,, （バッチ型・定置式） 25m3/h ,, 1 ,, （バッチ型・定薩式） 25m3/h ,, 1 

（分割掠混ぜ） （分割練混ぜ）
（注） 1 吹付プラント設備は，坑外に設置する。 （注） 1 吹付プラント設備は， 坑外に設置する。

2 現場条件等により，適合しない場合は， 現場条件に見合った機種， 規格を別途考慮する。 2 現場条件等により，適合しない場合は， 現場条件に見合った機種， 規格を別途考慮する。
3 コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割） に対応したものを選定すること。 3 コンクリートプラントの損料は，線混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。

3-7-2 電力設備 ｝現行どおり
(1) 施工に必要な負荷設備に対応できる必要電力を決定する。 記載の修正
(2) 霞力会社の供給設備を鞘杢し，負荷設備容量に応じて受雹設備を設ける。 （歩掛改定に伴う）
(3) 受電設備， 変電設備を経て負荷設偲までの線路を決める。 3-7-3 照明設備

3-7-3 照明設備 坑内照明設備は， ら9平栄 ‘いほ亡い...B罪屈I''-側〇る 云＂世キi"- LED を標準とする。
坑内照明殺備は， 40W蛍光灯を 5m間隔Iご片側のみ股置するのを標準とする。 また， 切羽照明は， 5？9``'投 ‘団閲と＇ 切羽部6包は謹 1 佑下半a船 覆CL 1侶 LED を標茫と
また，切羽照明は，500W投光器とし，切羽部 6 個（上半 4 個，下半 2 個），覆エ 4 個を標準とする。 する。
坑内照明，切羽照明の計上は， 日当り 17 時間を標準とする。 坑内照明， 切羽照明の計上は， 日当り 17 時間を栖準とする。
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（控え頁）

積算上の注意事項
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